■現在抱える課題、気になること等について、各自で付箋に書き出したデータの集約

平成２１年8月31日（月）実施 第１回みえ若者就労支援ネットワーク会議にて

· 野外活動をする場、機会が少ない

· 雇用までつながる就労体験事業所の開拓

· 信頼のカタチづくり

· 支援の資源を把握できるシステムづくり

· 支援する人の専門性を高めるには!!

· 問題点の露出が必要。問題とされている地点を超えて。

· 長期に渡ってjobトレーニングのできる場が必要（実際の職場）

· ネットワークの中でどこがイニシアティブをとるのか？医療・福祉・就労等様々な相談機関を利用されている方について、特に主となるとこもなく、結果的にたらい回しになってしまっている事もあるのではないか。

· 本人のみならず家族もひっくるめた支援。双方が一緒に問題に立ち向かう自覚や覚悟が持てる支援の必要性を感じる。

· アウトリーチのノウハウの収集

· サポステの職員が正職じゃない!!→問題解消へ

· 労働行政と福祉行政の制度の谷間にいる若者

· 支援プログラムの開発（実践から）

· 障がい系相談者の就労先の確保

· 支援者の要請とその活動をどう維持推進するか。

· 市町村行政の若者支援への意識改革

· 社会生活を営む技術以前に思考方法の再検討が必要

· 一人の相談者を継続的にフォローするためのネットワークづくり

· 若者自立支援に携わっている団体が少ない

· 作業をしたり体験をしたりする場が少ない

· 支え合う社会仲間づくりのためのサロン、交流スペースとか、ほっとコーナーとか

· 当事者が相談場面に現れない（＝家族支援の重要性）（※とくにひきこもりケースにおいて）

· マニュアルではないけど基本的姿勢、受容、共感とか。質問項目、リソースなどとか

· 保護者からのひとめで信頼を得られる対応について（知識、雰囲気など）

· 就労（体験見学）先の開拓

· 就労以外の自立の道すじ

· 広報戦略（支援の案内方法）

· 地域間の連携（支援機関のひきつぎ）

· ひきこもりについては、あちこちで対応しようとしても皆が専門家にはなれずムリ。一定の機関に集中させてそこできちんと対応するよう体制を整え皆はそこへ集中させる手助けを！！

· 社協・市役所を通じて、民生委員とのかかわりにより地域社会への情報入手

· 社協・市役所での出前出張相談会を開催する

